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定王国

-:;巴

明
治
前
期
に
》
け
る

日
本
樫
情
亭
の
胎
生

本

庄

柴

治

郎

明
治
維
新
の
後
、
文
明
開
化
白
運
動
が
行
は
れ
、
開
化
思
想

の
鼓
吹
と
た
り
、
之
に
封
す
る
反
動
的
保
守
思
想
の
一
例
と
し

て
の
島
津
久
光
並
に
依
田
介
石
の
忠
惣
に
つ
い
て
は
既
に
蓮
ペ

た
所
で
あ
る
が
、
此
等
四
一
反
動
思
忽
γ

は
即
ち
欧
化
を
非
ー
と
す
る

閲
枠
思
想
若
〈
は
岡
家
主
義
的
思
想
で
あ
る

G

殊
忙
介
石
の
一
著

「
建
白
L

は
明
治
新
政
に
劃
す
る
批
判
で
あ
り
、
日
本
同
右
女
化

著 と
苦情!
と 有
精 首
々業
趣 と
を白
具維
に持
し{申
て展

22)長
Pν、

た
も
の
で

同
氏
の
他
の

か
の
一
鹿
嶋
館
時
代
に
政
府
が
概
端
怠
る
欧
化
政
策
を
採
っ
た

と
と
は
僚
約
改
R
D
'
R
め
で
あ
っ
た
が
、
政
府
の
と
の
政
策
を

明
暗
前
期
に
於
げ
る
日
本
組
済
串
am
胎
生

非
と
寸
る
意
見
は
各
方
面
忙
現
は
れ
が
。
例
へ
ぽ
谷
干
城
の
意

見
書
に
は
'
、
常
時
農
民
の
困
鍛
せ
る
欣
況
を
説
昔
『
嶋
呼
農
民

の
不
幸
な
る
}
」
と
殆
E
世
界
に
共
例
た
苦
慮
左
り
。
如
此
き
勢

に
し
て
以
て
物
産
を
繁
殖
す
ぺ
昔
か
、
以
て
商
工
を
振
起
す
べ

き
か
、
決
し
て
望
む
べ
か
ら
ざ
る
友
り
』
と
断
し
、
然
る
に
政

府
の
在
す
断
は
文
明
の
末
節
を
迫
ム
に
過
ぎ
や
、

『
世
人
往
々

欧
米
の
書
を
讃
み
欧
米
の
設
を
問
昔
、
共
口
惑
を
模
擬
し
、
共

論
説
を
剰
窃
し
、
揚
々
自
得
、
或
は
改
む
る
に
及
ば
ざ
る
も
の

告
も
改
め
ん
と
す
る
あ
り
、
或
は
早
〈
巴
で
に
文
明
に
遣
し
た

る
の
空
想
を
懐
く
あ
り
、
何
ぞ
共
の
訣
れ
る
の
甚
き
や
』
。
然
ら

ば
今
日
如
何
在
る
政
策
を
ム
」
る
ペ
き
か
、
日
く
『
断
然
従
来
の

宇
一
義
政
略
を
陵
絡
し
、
他
に
依
頼
す
る
の
念
慮
を
弛
榔
し
、
内

政
を
改
革
L
兵
備
を
般
に
し
』
、
欧
洲
白
針
立
戦
飢
に
際
し
て
東

亜
の
盟
主
た
る
べ
し
と
し
、
徒
ち
に
他
を
模
倣
す
る
己
と
を
止

主め
義て
的
玉工 日
場本
に潤
立 自
つの
ペ童書
昔 K
E 師
とり
を
漣肖
ぺ ら
て備
ゐへ
る'J白
。ち

守
る

の
陪l
家

更
忙
烏
尾
小
繭
太
の
「
保
守
新
論
」
も
岡
家
主
義
と
一
筒
人
主

義
と
り
封
立
を
玩
昔
、
閥
家
は
筒
人
の
瑚
想
に
よ
っ
て
務
改
せ

館
五
十
ご
容

参事

競

七
7丘

九

拙稿、維新前後の開化思想、ヌド誌第五十各五競
相i柄、件一同介耳石の明暗新世批判、牌済史研究都二十五巻二規
加旧背二、維新以後の面上肯純梼思想概論、 125~I40頁
明浩文化全集、 E史綿下巻、名高意見書、 4$7-470頁
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明
惜
前
期
に
於
け
る
日
本
経
済
串
の
胎
生

ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
十
と
し
、
外
闘
の
女
化
を
輸
入
す
る
は

自
闘
の
文
化
を
破
壊
す
る
も
白
で
あ
る

『
我
が
文
物
典
孝
を

し
て
み
づ
か
ら
共
不
備
を
整
へ
、
以
て
岡
家
自
身
の
発
注
を
途

げ
し
め
、
外
面
白
勢
力
主
以
て
園
家
の
成
形

E
鑓
じ
、
併
せ
て

園
出
菰
の
性
絡
を
破
ち
ん
と
す
る
も
白
を
防
が
ん
と
す
』
と
説
い

て
ゐ
る
。
己
れ
ま
た
一
種
の
岡
家
主
義
思
想
に
外
在
ら
由
。

固
家
主
義
の
思
想
蓮
動
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
一
は
、

一
宅
雄
二
郎
等
の
政
教
杭
で
あ
る
。
そ
れ
は
機
闘
誌
と
し
て

「
日
本
人
L

(
後
に
「
日
本
丑
日
本
人
」
&
な
る
)
を
俊
行

L
三
寸
年
の

命
脈
を
保
う
た
も
の
で
あ
る
。
そ
む
設
に
土
れ
ば
、
岡
家
は
庭

史
的
有
機
的
殻
展
に
よ
っ
て
存
す
る
も
の
で
、
株
式
合
耐
の
如

雪
機
械
的
集
合
慌
で
は
た
い
。
岡
家
は
買
善
美
の
械
致
に
到
建

ぜ
ん
と
と
を
目
的
と
す
る
も
白
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
日
本
圃
家
の

営
聞
の
念
務
は
何
で
あ
る
か
、
日
く
「
物
質
的
の
官
力
を
増
加

ぜ
ん
と
と
印
ち
是
た
り
』
。
物
質
的
官
力
白
増
加
を
期
ず
る
所
以

は
凶
山
梨
の
勢
力
を
増
加
せ
ん
が
も
凡
め
で
あ
る
a

印
ち
日
く
「
夫

れ
己
に
宮
財
を
増
殖
す
る
を
得
ば
、
以
て
軍
備
を
繊
張
ず
る
を

得
ペ
〈
、
随
て
以
で
毅
然
と
し
て
'
蹄
外
D
諸
強
固
に
常
る
を
得

第
五
十
ご
巷

二
七
六

事事

就

O 

ん
』
。
か
〈
て
岡
家
勢
力
の
増
進
は
、

H
本
が
東
洋
の
盟
主
と
な

り
、
更
に
『
直
義
を
宇
内
忙
仲
ぶ
る
」
た
め
で
あ
り
、
創
ち
一

言
忙
し
て
一
い
へ
ぽ
、
日
本
の
組
側
立
的
発
展
の
売
め
で
あ
る
。
然

る
に
官
時
紳
商
在
る
も
の
が
あ
り
経
済
的
利
盆
を
彊
断
し
て
ゐ

る
。
か
L
A
Z
紳
商
を
一
掃
す
る
己
と
は
『
今
日
施
行
す
べ
き
大

急
務
」
で
あ
る
と
絶
叫
し
、
今
日
の
商
人
は
『
往
時
土
族
が

身
を
委
し
て
国
家
と
共
に
課
す
の
心
を
以
て
心
と
す
る
に
あ
ら

中
ば
、
能
〈
す
べ
か
ら
ざ
る
左
り
。
(
巾
略
)
裂
は
そ
の
目
的
と

す
る
所
、
公
に
あ
る
と
私
に
あ
る
と
の
別
の
み
』
と
し
、
商
人

が
事
業
主
主
す
忙
首
っ
て
、
そ
の
目
的
を
私
利
に
世
か
宇
、
公

思利
想 に
の置
王室 〈
露ペ
と苦
ν、と

はと
ぎ を
石 道
を 破
得 L
左 て
い6) ゐ
。る

と

れ
ま
た
岡
家
三lo
義

-一

維
新
以
来
幾
多
の
一
間
洋
経
済
事
に
闘
す
る
普
絡
が
献
課
さ
れ

た
が
、
そ
の
多
く
は
白
巾
主
義
経
憐
皐
で
あ
っ
た
。
モ
れ
は
ス

ミ
ス
・
マ
ル
サ
ス
・
ミ
ル
等
の
古
典
早
坂
よ
り
プ
オ

1
セ
ッ
ト

(司

2
2
2
)
ウ
ヱ

l
ラ

Y
F
(者
全
自
色
)
等
の
T

V

チ
Z

ス
タ
ー

曲
宇
振
に
及
び
、
自
由
放
任
の
絞
油
開
論
が
移
入
さ
れ
た
。
事
責
に

向上、明惜政史、 3-5頁
明暗文化杢集、 J思想稿 "'36-500頁
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於
て
は
政
府
の
掛
端
左
右
保
護
干
渉
政
策
が
保
ら
れ
て
ゐ
売
に

も
拘
ら
宇
、
自
由
主
義
経
桝
感
が
最
も
有
力
で
あ
っ
た
の
は
、

英
闘
の
如
き
宮
強
固
た
ら
ん
と
す
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
ゃ
と

の
考
か
ら
英
岡
粧
消
息
十
が
特
忙
研
究
さ
れ
た
h

め
で
あ
る
。
従

っ
て
英
闘
経
済
史
も
早
く
か
ら
酬
附
帯
さ
れ
て
ゐ
る
。

自
由
主
義
に
劃
す
る
保
護
主
義
も
亦
早
く
か
ら
存
す
る
。
例

へ
ば
若
山
儀
一
白
「
保
護
税
説
」
(
明
治
凹
年
)

の
如
き
と
れ
で

あ
る
。
然
し
保
護
主
義
は
自
由
主
義
白
如
〈
忙
大
在
る
勢
力
と

左
右
を
得
一
な
か
っ
た
が
、
明
治
十
年
乃
至
二
十
年
の
聞
に
英
白

パ
イ
ル
ズ
(
】
W
1
2
)

米
の
ケ
ア
リ

I
(円
里
O
W
)

濁
の
リ
ス
ト
(
巴
E
)

共
他
の
保
護
主
義
経
桝
撃
が
酬
附
帯
さ
れ
て
構
成
あ
る
文
献
を
加

へ
も
ん
己
と
L
貿
易
欺
態
白
不
利
在
り
し
己
と
に
よ
っ
て
保
謎
主

義
の
粧
消
論
も
漸
〈
掠
謝
す
る
に
至
つ
売
。

明
治
政
府
は
そ
白
一
初
め
産
業
の
設
建
に
割
し
掛
端
た
る
保
設

干
渉
政
策
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
十
四
年
の
農
商
務
省
獅
立

以
来
自
由
放
任
政
策
に
傾
い
た
己
と
は
周
知
の
と
と
で
あ
る
。

従
て
保
護
主
義
に
闘
す
る
粧
情
論
は
夙
に
大
K
起
る
べ
き
で
あ

っ
た
と
息
は
れ
る
が
、
前
遁
の
如
く
白
向
主
義
思
想
が
、
早
〈

明
暗
前
期
に
於
け
る
日
本
拠
祷
串
白
胎
生

上
り
僻
へ
ら
れ
、
而
も
一
般
的
忙
優
勢
で
あ
っ
た
。
然

L
自
由

宇
ム
義
論
は
何
れ
か
と
い
へ
ば
普
遍
的
若
〈
は
抽
象
的
理
論
的
で

あ
り
、
断
面
白
事
情
と
切
り
離
し
て
考
へ
ら
れ
た
如
〈
で
あ
る
。

間
口
卯
吉
陀
つ
い
て
は
特
忙
然
り
で
あ
る
。
従
て
時
と
庭
と
事

情
と
を
考
賦
し
た
る
具
標
的
現
質
的
意
見
と
し
て
は
、
寧
ろ
保

護
主
義
論
者
に
之
を
見
る
次
第
で
あ
っ
て
、
間
口
卯
吉
止
犬
養

貿れ毅
易 てと
論ゐ白
を る'J自
以 。 由

て 印保
9 't.護
宇三回の
甘fZ口 詰命
粧iの若手、
が与主同 忙

の 由於
室 貿 て
~~.易も
』論 E

を をの
説駁 E

く しと
もたは
の犬 明
と 養 か
L はに
『 自現
一由 は

闘
特
別
の
利
害
』
を
知
ら
ざ
る
可
ち
ゃ
と
説
曹
、
保
護
関
税
に

よ
る
幼
稚
産
業
の
育
成
を
主
張
L
、
保
護
を
必
要
と
す
る
困
と

然
ら
ぎ
る
固
と
白
あ
る
己
と
を
説
昔
、
保
護
政
策
が
普
遍
的
絶

割
的
の
も
の
に
非
る
と
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。

明
治
九
年
K
マ
ル
手
ス
白
人
口
論
、
-
寸
五
年
に
ゼ
ポ
ン
ス
の

貨
幣
論
を
諜
出
し
た
大
島
貞
益
は
二
十
二
年
に
リ
ス

T

O
「
李

氏
経
済
論
」
を
諜
遁
し
、

そ
白
後
更
に
「
情
勢
論
L
{
二
十
四
年
)

「
粧
組
問
纂
諭
」
(
三
十
一
ご
年
)
を
著
は
し
て
白
山
主
義
か
ら
保
護
主

義
へ
の
糊
移
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
「
情
勢
論
L

に
於
亡
彼

億
五
十
二
巻

七
七

第

掠

揃経夫、明治組消串史、 28.頁以下7) 



明
暗
前
期
に
於
げ
る
日
本
輯
済
事
由
胎
止

は
各
凶
白
製
説
は
何
れ
も
そ
の
風
土
・
人
情
・
習
俗
・
形
勢
に

基
い
て
樹
て
ら
れ
た
も
白
で
あ
る
か
ら
、
我
凶
も
亦
我
図
情
と

最
も
類
似

ιた
幽
情
を
有
す
る
闘
に
於
て
行
は
れ
党
保
護
貿
易

を
採
用
し
な
け
れ
ば
友
ら
む
と
し
て
ゐ
る
。
日
く
『
政
治
・
法

律
-
経
済
等
に
五
つ
て
は
園
に
新
古
あ
り
、
大
小
あ
り
、
強
弱

あ
り
、
共
位
置
・
風
土
・
人
情
・
習
俗
も
亦
之
と
相
纏
綿
し
て

英
国
白
宜
し
き
所
未
だ
必
ら
宇
し
も
之
を
悌
凶
に
施
己
す
べ
か

ら
や
、
悌
岡
D
宜
し
き
所
未
だ
必
ら
宇
し
も
之
を
日
ヰ
憂
に
施

己
す
べ
か
ら
十
、
必
ら
宇
共
時
と
庖
と
を
詳
ら
か
に
し
て
一
困

の
経
済
始
て
立
つ
ぺ
し
。
今
犬
れ
支
那
・
日
本
・
朝
鮮
は
共
に

商
細
車
の
三
蕎
闘
に
し
℃
、
共
文
物
・
制
度
・
人
情
・
風
俗
附

ぷ
る
相
似
た
る
者
あ
り
、
然
れ

E
も
此
三
園
の
粧
桝
杢
〈
一
律

を
以
て
規
す
べ
き
十
と
云
は
じ
荷
も
眼
識
あ
る
者
は
其
必
ら
や

然
ち
ぎ
る
を
言
は
ん
。
然
る
を
況
ん
や
亜
細
亜
の
欧
洲
に
於
け

る
を
や
。
叉
況
ん
千
日
本
の
英
闘
に
於
け
る
を
や
。
然
る
に
世

白
書
生
英
国
二
三
由
粧
情
書
を
積
ん
で
直
ち
に
之
を
取
て
、
事

情
・
岡
勢
・
食
品
目
・
強
弱
一
も
相
同
じ
か
ら
ざ
る
我
邦
に
行
は

ん
と
欲
す
。
幾
は
〈
ば
共
れ
阿
世
性
守
株
の
徒
た
ら
ざ
る
を
得
ん

第
五
十
二
審

七
八ー

第

挽

や
』
ー
と
。

以
上
設
〈
所
白
如
〈
保
謎
主
義
論
者
白
説
は
、
我
岡
特
殊
の

事
情
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と
れ
亦
一
種
の
図

家
主
義
的
色
彩
を
有
す
る
も
の
と
い
ふ
と
と
が
州
来
る
。

我
図
を
し
て
欧
米
諸
国
と
剖
等
の
地
枕
に
達
せ
し
め
ん
と
す

る
こ
と
は
維
新
以
来
の
凶
是
で
あ
っ
た
。
か
の
自
由
保
瀧
雨
主

義
の
針
立
も
そ
白
目
的
と
す
る
所
は
そ
れ
で
あ
り
、
常
時
白
所

謂
「
官
闘
弧
兵
L

の
標
語
も
ま
た
同
様
の
目
的
を
有
す
る
も
の

で
あ
石
。
然
し
従
来
白
如
〈
単
左
る
明
論
と
し
て
之
を
論
h
y
る

の
み
で
は
左
く
、
我
闘
の
資
情
陀
附
し
之
が
貨
現
の
方
法
を
具

開
的
に
考
貸
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
落
に
於
て
か
所
謂
殖

産
興
業
白
思
想
が
あ
ら
は
れ
た
。
政
府
は
明
治
初
年
以
来
著
し

〈
保
謎
干
渉
的
で
あ
っ
た
が
、
産
業
界
白
現
況
及
そ
れ
に
至
る

原
因
伊
一
調
査
し
日
賂
来
に
針
ず
る
方
針
を
昨
立
せ
ん
と
し
、
そ

の
結
山
地
出
来
上
っ
た
も
の
が
つ
興
業
意
見
L

二
十
四
冊
(
十
七
年

刊
)
で
あ
る
。

E
の
調
賓
を
指
導
蛇
怪
し
た
者
は
時
の
農
商
務

省
事
務
官
前
同
一
止
名
で
あ
っ
て
、
四
ヶ
年
の
歳
月
を
費
し
て
成

明治文化会集、純情錦、 428頁8) 



れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
二
十
四
年
に
更
に
「
所
見
」
と
題

す
る
一
書
を
著
し
て
そ
白
粧
輸
を
述
べ
て
ゐ
弘
。
そ
の
緒
言
に

日
〈
「
我
闘
を
欧
米
諸
国
と
針
立
吐
し
め
ん
と
欲
す
る
は
朝
野

人
士
の
一
尤
も
希
望
す
る
所
た
り
。
(
中
時
)
日
本
に
は
日
本
の
長

所
あ
り
、
欧
米
に
は
欧
米
白
長
所
あ
り
。
然
る
に
今
俄
に
我
れ

白
一
短
所
を
仲
長
し
て
、
肱
米
諸
岡
白
長
所
と
比
肩
せ
ん
と
欲
す
。

査
に
難
か
ら
十
や
。
若
夫
我
れ
の
長
所
を
取
て
絞
れ
の
長
所
に

常
て
針
時
並
立
以
て
同
等
白
地
位
に
立
つ
。
余
は
必
宇
其
能
く

す
ぺ
曹
を
知
る
。
是
れ
事
易
〈
し
て
功
速
か
友
る
も
の
在
り
。

余
は
信
宇
、
被
れ
我
が
容
易
に
比
肩
す
べ
か
ら
ざ
る
長
所
を
有

す
る
も
、
我
れ
亦
彼
れ
と
樹
立
す
る
の
長
所
あ
り
。
必
中
し
も

ハ
件
事
物
彼
れ
と
同
き
主
要
せ
ざ
る
な
り
。
吾
人
能
〈
此
意
を
解

す
れ
ば
針
立
の
希
望
空
し
か
ら
や
品
十
其
目
的
を
建
せ
ん
』
と
。

次
に
岡
家
主
論
十
る
白
保

F
K
於
て
、
我
岡
酬
聞
の
隼
殿
無
比

友
る
と
と
を
説
い
己
日
く
『
我
闘
閲
闘
以
来
一
皇
一
系
、
凶
は

是
れ
皐
士
、
人
は
赴
れ
皇
臣
、
君
庄
の
分
義
明
々
白
々
、
彼
の

一
興
一
亡
、
甲
奪
ひ
乙
懐
み
、
閣
の
民
秦
に
属
し
叉
忽
ち
視
に

蹄
す
る
が
如
き
者
に
非
十
。
世
人
動
も
す
れ
ば
帝
王
と
一
古
川
日
帝

明
暗
前
期
に
於
げ
る
日
本
紹
済
皐
の
胎
生

闘
と
云
へ
ば
特
逝
白
意
味
正
有
山
市
一
る
文
字
を
以
て
之
を
詳
し
得

べ
き
も
の
友
り
と
誤
想
せ
り
。
是
れ
貨
に
同
家
の
何
物
た
る
を

併
せ
ざ
る
が
矯
め
の
い
時
」
と
。
文
同
く
『
我
闘
は
高
世
一
系
の

君
主
を
戴
け
り
。
世
界
古
今
未
対
件
で
此
の
如
者
同
左
〈
、
叉

此
の
如
雪
君
主
た
し
。
決
し
て
高
岡
地
百
泊
帝
主
と
云
ひ
、
又
哨

闘
と
云
ふ
も
の
止
同
日
の
談
に
あ
ら
宇
。
究
〈
我
闘
を
日
本

天
皇
闘
と
稀
す
べ
き
た
り
』
と
。
今
日
い
ム
所
D
皇
凶
の
意
義

を
既
に
早
〈
明
治
前
期
比
於
て
提
唱
し
売
も
の
と
い
ふ
べ
き
で

あ
る
。
我
闘
が
宇
内
寓
邦
忙
冠
絶
す
る
己
と
既
に
此
の
如
〈
で

あ
る
。
乃
ち
日
〈
『
我
四
千
寓
同
胞
は
常
に
岡
家
的
観
念
を
離

る
べ
か
ら
宇
。
乃
ち
H
本
の
二
宇
を
脳
裏
に
印
し
て
一
日
も
之

を
忘
る
べ
か
ら
や
」
。
然
る
に
『
町
人
往
々
日
本
を
知
ら
中
、
他

閣
の
文
字
を
皐
べ
ば
忽
に

L
て
共
書
品
川
白
一
牌
僕
と
た
り
、
方
底

閏
輩
、
彼
れ
の
岡
家
を
以
て
我
れ
の
図
。
家
を
律
ぜ
ん
と
す
る
も

の
あ
り
、
立
憲
白
政
行
は
る
れ
ば
直
に
我
が
政
府
を
凋
に
し
、

我
が
議
院
主
英
K
せ
ん
と
欲
ず
る
も
白
あ
り
。
紛
々
擾
々
百
弊

並
び
起
れ
り
。
(
中
略
)
之
を
要
す
る
忙
今
日
の
急
務
は
闘
民
主

し
て
我
岡
家
白
成
立
如
何
を
知
得
せ
し
な
る
よ
り
急
た
る
は
な

第
五
十
二
巻
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明
拍
前
期
に
於
け
る
日
本
経
済
畢
m
胎
生

し
』
と
。

か
〈
て
我
闘
は
確
乎
た
る
闘
是
を
樹
て
h
之
を
賀
行
す
べ
き

順
序
方
訟
を
定
む
る
己
と
が
必
要
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
具
賠

的
た
る
賓
情
に
則
し
た
も
の
で
た
け
れ
ば
左
ら
ね
。
『
世
人
口

を
聞
け
ば
寓
固
と
針
立
す
る
を
説
会
C

宮
川
幽
強
兵
を
談
ぜ
ざ
る
は

在
し
。
共
希
望
や
よ
し
。
共
結
榊
宇
美
な
り
。
然
り
と
雌
も
和

日
記
は
架
空
友
り
、
精
一
脚
は
無
形
に
属
す
c

相
側
り
霊
ん
や
る
所
む

も
む
は
、
賞
際
の
計
聾
主
立
て
午
前
々
共
歩
を
進
む
る
忙
あ
る
の

み
』
と
。
己
れ
邸
ゆ
り
「
興
業
意
見
L

の
編
成
さ
れ
た
所
以
で
あ

る
。
ま
た
日
〈
『
世
人
動
も
す
れ
ば
我
闘
の
産
業
主
論
十
る
忙

皆
り
臨
々
串
叫
の
末
に
馳
吐
て
共
同
相
む
如
何
を
駐
み
守
、
日

保
談
、
日
放
任
、
議
論
百
問
、
共
悲
き
は
産
業
白
殻
誌
を
迎
論

的
規
矩
に
咋
披
せ
し
め
ん
と
す
る
も
む
あ
る
に
至
る
。
嶋
呼
何

ぞ
訣
ま
れ
る
め
い
甚
き
や
。
即
申
訓
に
は
闘
の
境
域
た
〈
、
産
業
に

は
特
殊
白
幽
柄
あ
る
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ち
ゃ
。
況
や
又
我
岡
今

H
由
産
業
を
説
く
忙
諮
っ
て
は
他
む
設
建
せ
る
欧
州
側
諸
閣
の
現

本
を
以
て
律
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
や
。
共
物
共
時
に
山

り
保
護
す
べ
き
あ
り
、
放
任
す
べ
き
あ
り
、
之
を
物
に
問
ひ
之

第
五
十
二
巻

第

腕

匹l

一
八

O

を
時
に
尋
ね
、
判
断
宜
き
を
符
ざ
る
ペ
か
ら
宇
。
維
新
以
来
共

局
に
蛍
る
者
往
々
物
主
時
と
に
顧
み
る
所
在
〈
、

一
時
の
周
広
間

を
似
て
不
誼
営
の
保
誕
を
輿
へ
、
結
州
市
概
ね
見
る
ベ
昔
も
の
左

〈
、
終
に
今
日
の
如
安
一
生
訓
の
横
行
を
制
す
べ
か
ら
ざ
る
に
亙

れ

po
是
れ
質
に
閥
柄
を
知
ら
ざ
る
の
一
鮮
の
一
み
。
獄
省
す
る
所

在
か
る
べ
か
ら
中
』
長
。
之
に
由
っ
て
見
れ
ば
、

E
の
思
想
も

亦
所
副
闘
家
主
義
酌
忠
釦
ム
」
い
よ
と
と
が
刊
来
Z
。

か
〈
て
前
町
一
止
名
は
我
闘
の
事
情
を
明
か
に

L
、
数
字
を
併

期
し
て
敵
米
自
事
柄
、
と
比
較
し
、
具
輸
的
に
殖
産
興
業
の
必
要

を
力
説
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
山
林
の
利
加
を
設
費
何
川
港
描
聞
の

修
築
を
論
ヒ
、
或
は
米
の
増
産
、
農
事
の
開
設
を
説
昔
、
商
権

の
間
取
を
論
じ
、
固
有
工
諜
む
張
展
、
部
械
工
業
の
振
興
を
説

い
て
ゐ
る
が
、
L

要
す
る
に
『
蕗
撲
は
致
首
白
元
妥
た

F
。
有
〈

も
闘
家
め
宮
世
骨
談
ぜ
ん
止
歓
吐
ば
、
先
づ
共
産
業
に
注
目
せ

ぎ
る
べ
か
ら
十
。
産
業
を
務
総
吐
し
め
ん
と
歓
せ
は
闘
士
の
一
位

置
、
岡
山
山
の
一
気
質
、
智
識
の
浅
加
刷
、
風
土
む
差
遣
、
兵
力
白
厚

持
、
時
勢
の
創
世
濯
、
物
産
白
種
類
壮
一
寸
皆
共
闘
係
の
大
友
る
を
如

ら
ざ
る
べ
か
ら
や
』
と
い
ひ
『
目
下
白
急
務
は
共
根
本
た
る
闘



柄
を
知
り
、
又
物
と
時
と
の
匝
別
を
明

K
L
、
推
想
の
意
見
に

由
ら
宇
一
時
白
感
情
に
走
ら
や
、
能
く
我
闘
の
寅
際
を
調
慌
し

然
る
後
確
乎
た
る
方
針
を
定
む
ぺ
き
な
り
』
と
断
じ
て
ゐ
る
。

翁
は
官
hz
僻
す
る
や
繭
来
三
十
年
に
亙
り
て
全
闘
に
遊
説
し
、

五
二
合
共
他
D
品
評
合
主
起
さ
し
め
、
勤
倹
貯
蓄
を
読
昔
、
地

方
産
業
白
革
新
を
計
っ
た
。
と
れ
「
前
同
行
脚
』
『
前
町
五
二
』

の
稀
呼
を
生
じ
た
所
以
で
あ
る
が
、
己
れ
は
と
り
も
直
さ
や
上

遁
の
岡
家
十
ヤ
一
義
的
大
精
神
具
現
白
徴
象
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ

h

り
う
。

四

明
治
前
半
期
に
於
て
は
、
専
ら
悶
洋
D
経
内
接
が
愉
入
せ
ら

れ
、
準
問
に
園
境
な
し
と
の
言
葉
の
示
す
加
〈
、
四
洋
経
倒
閣
宇

を
共
催
我
国
に
普
通
的
に
趨
府
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
が
一
般
的
に

強
か
っ
た
に
も
拘
ら
や
、
以
と
遁
ぷ
る
如
〈
我
圃
特
殊
D
事
情

を
考
慮
し
、
岡
家
的
立
場
に
於
て
、
設
圃
白
経
済
を
論
じ
た
者

の
あ
っ
た
と
と
は
大
に
注
意
す
ペ
昔
己
と
で
あ
る
。
そ
れ
等
の

思
粗
削
は
翠
に
傑
約
改
疋
、
自
由
保
護
貿
易
‘
若
く
は
殖
産
興
業
等

の
方
虜
D
み
h
ら
視
察
す
ぺ
き
で
は
左
〈
、
同
恨
本
的
。
立
場
に

明
泊
前
期
に
於
け
る
日
本
組
済
事
白
胎
生

於
て
同
家
主
義
的
の
粧
消
思
想
と
し
て
、
よ
り
重
大
た
る
意
義

を
有
す
る
も
白
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
地
方
に
於
て
、

明
治
初
年
以
降
二
十
年
代
は

私
の
所
謂
官
著
時
代
が
現
出

し
、
官
聴
に
於
て
棚
諜
菩
白
刊
行
り
み
な
ら
や
、
我
園
の
財
政

経
済
忙
闘
す
る
編
纂
が
蹴
る
盛
ん
に
行
は
れ
、
共
大
部
分
が
刊

行
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
我
岡
本
来
D
事
象
を
提
ヘ
プ
モ

白
遊
民
主
考
究
せ
ん
と
す
る
も
り
で
あ
っ
て
、
車
な
る
外
園
経

縄
問
聞
宇
の
迫
随
で
は
な
く
、
我
園
経
消
へ
白
反
省
を
物
語
る
も
の

と
い
ム
べ
き
で
あ
ら
う
。
凡
そ
此
等
O
現
象
は
や
が
て
後
四
日

本
経
済
事
の
成
立
に
一
一
脈
D
闘
遁
を
有
す
る
も
白
と
見
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
勿
論
我
固
に
於
て
近
代
経
消
皐
の
世
帯
礎
D
確
立
し

た
の
は
明
治
三
十
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
大
正
期
に
入
っ

τ所

前
日
木
経
消
撃
白
費
生
を
見
た
も
の
と
考
へ
る
が
、
そ
れ
が
胎

生
期
は
既
に
早
〈
明
治
前
期

ι湖
り
得
る
も
白
と
信
宇
る
。

第
五
十
二
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